
　

24
春
闘
は
真
っ

盛
り
。
各
労
働
組

合
で
は
物
価
高
を

克
服
し
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
大

幅
賃
上
げ
の
実
現

を
め
ざ
し
て
奮
闘

中
だ
。
春
闘
は
ま

さ
に
１
年
の
闘
争

の
ス
タ
ー
ト
。
組
合
員
全
員
に

関
わ
る
一
大
運
動
だ
▼
そ
の
中

で
特
に
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
中
小
零
細
企
業
を
中

心
に
「
価
格
転
嫁
」
で
賃
上
げ

実
現
で
き
る
か
で
あ
る
。
昨
今

の
報
道
で
も
価
格
転
嫁
が
で
き

ず
賃
上
げ
が
で
き
な
い
中
小
企

業
の
割
合
が
半
数
近
く
に
及
ぶ
。

交
渉
は
厳
し
い
が
、
こ
れ
を
克

服
す
る
た
め
に
も
労
働
者
の
思

い
に
寄
り
添
っ
た
経
済
構
図
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
一
方
、

昨
今
お
か
し
な
こ
と
を
聞
い
た
。

地
方
自
治
体
で
も
賃
上
げ
は
必

要
で
あ
り
、
適
正
な
価
格
転
嫁

が
必
要
と
促
し
な
が
ら
も
、
自

ら
委
託
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
対

価
は
そ
の
ま
ま
で
労
務
費
の
引

上
げ
は
行
わ
な
い
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
指
定
管

理
施
設
な
ど
の
公
務
公
共
サ
ー

ビ
ス
で
働
く
労
働
者
が
置
き
去

り
に
さ
れ
、
賃
上
げ
に
逆
行
す

る
構
図
の
ま
ま
だ
▼
政
策
と
し

て
賃
上
げ
が
必
要
で
も
自
ら
の

こ
と
と
な
る
と
何
も
し
な
い
。

こ
れ
こ
そ
無
責
任
極
ま
る
も
の

だ
。
今
の
政
治
と
同
じ
こ
と
を

放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

身
近
で
起
き
て
い
る
不
条
理
を

正
し
て
い
く
こ
と
も
労
働
組
合

の
大
き
な
役
割
だ
。

　

▲県職連合第35回・県職労第131回臨時大会

▲賛成多数で議案を決定した
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３
月
２
日
、
県
職
連
合
第
35
回
・
県
職
労
第
１
３
１
回
臨
時
大
会
を
開
催
し
、
人
員
確

保
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
勤
務
意
欲
の
持
て
る
賃
金
水
準
の
改
善
を
め
ざ
し
、
２
０
２

４
春
闘
勝
利
に
向
け
た
方
針
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
組
織
強
化
拡
大
等
に
向
け
た
意
思

統
一
を
図
っ
た
。
ま
た
、
春
闘
、
人
事
院
勧
告
・
県
人
事
委
員
会
勧
告
、
確
定
闘
争
に
向

け
て
重
点
的
に
取
り
組
む
活
動
の
た
め
、
２
０
２
４
年
度
特
別
闘
争
資
金
の
徴
収
に
つ
い

て
、
次
期
大
会
で
の
決
定
を
め
ざ
し
職
場
討
議
に
付
す
こ
と
と
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
小
田
嶋
中

央
執
行
委
員
長
は
「
最
近
は

『
タ
イ
パ
』
、
タ
イ
ム
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
（
時
間
対
効
果
）
が

重
視
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て

お
り
、
試
行
錯
誤
の
労
を
好
ま

ず
、
失
敗
・
遠
回
り
は
無
駄
と

昇
給
改
善
・
人
員
増
・

　
公
舎
住
環
境
充
実
等

２
０
２
４
春
闘
勝
利

を
重
点
に
方
針
確
立

組
合
へ
の
全
員
加
入
で
要
求
強
化
を

み
な
す
結
果
至
上
主
義
が
ま
ん

延
し
て
い
る
。
本
県
で
は
、
増

田
県
政
下
で
の
極
端
な
人
員
削

減
と
採
用
抑
制
に
よ
り
、
そ
の

傾
向
が
一
層
強
い
。
あ
ま
り
興

味
を
持
た
れ
な
い
課
題
こ
そ
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
う
し
た

課
題
に
取
り
組
め
る
職
場
づ
く

り
が
必
要
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
及
川

隆
浩
自
治
労
県
本
部
書
記
長
は

「
４
月
か
ら
県
本
部
委
員
長
を

務
め
る
。
労
働
組
合
の
基
本
は

休暇制度 紹介コーナー⑬ 乳幼児の介助休暇

北
上
市
議
選

　

３
月
17
日
告
示
・
24
日
投
票

の
北
上
市
議
会
議
員
選
挙
に
は
、

自
治
労
組
織
内
・
北
上
市
職
労

出
身
で
立
憲
民
主
党
の
「
平
野

あ
き
の
り
」
さ
ん
が
３
期
目
を

め
ざ
し
て
立
候
補
を
予
定
し
て

い
る
。
県
職
労
は
既
に
推
薦
を

決
定
済
で
あ
る
。

　

平
野
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
子

育
て
支
援
策
の
拡
充
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
従
事
者
の
雇
用
安
定
と

処
遇
の
改
善
、
公
共
交
通
の
維

持
・
確
保
、

子
ど
も
の
権

利
を
大
切
に

す
る
ま
ち
づ

く
り
等
に
取

り
組
ん
で
き

た
。

　

平
野
さ
ん
は
、
３
期
目
へ
の

挑
戦
に
あ
た
り
、
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
地
域
を
め
ざ
し
て
、

社
会
的
包
摂
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
の
理
念

を
市
政
に
貫
き
、
誰
も
が
安
心

し
て
幸
福
を
追
求
で
き
る
北
上

市
を
め
ざ
す
決
意
を
表
明
し
て

お
り
、
市
民
の
声
を
大
事
に
し
、

く
ら
し
の
向
上
を
基
本
に
据
え

た
政
策
の
推
進
に
全
力
で
取
り

組
む
姿
勢
で
あ
る
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
「
平

野
あ
き
の
り
」
さ
ん
の
後
押
し

へ
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
。

平野 あきのり（56 歳）
（自治労県本部組織内）

課
題
の
共
有
・
集
約
で
あ
り
、

限
界
を
超
え
る
た
め
に
共
闘
・

政
治
闘
争
が
あ
る
。
社
会
正
義

の
発
信
も
重
要
」
「
社
事
労

（
県
社
会
福
祉
事
業
団
労
組
）

で
は
、
２
０
２
３
確
定
闘
争
が

越
年
し
て
お
り
、
県
同
様
の
賃

上
げ
を
行
え
な
い
。
指
定
管
理

料
の
適
正
化
を
み
ん
な
の
力
で

打
開
し
て
い
く
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

経
過
報
告
で
は
、
通
常
の
中

間
経
過
報
告
に
加
え
、
県
職
労

組
織
内
の
野
中
靖
志
盛
岡
市
議

会
議
員
か
ら
政
治
活
動
報
告
が

行
わ
れ
、
自
治
体
の
「
防
災

力
」
の
強
化
な
ど
、
市
議
会
３

月
定
例
会
で
取
り
上
げ
る
予
定

の
課
題
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
毎
週
金
曜
日
の

朝
、
立
憲
民
主
党
で
街
宣
を
行

っ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
が
あ
っ

た
。
報
告
の
部
で
は
代
議
員
２

人
か
ら
補
強
発
言
が
あ
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
２
０
２
４
春
闘

方
針
を
は
じ
め
と
す
る
当
面
の

闘
争
方
針
に
加
え
、
こ
れ
に
伴

う
２
０
２
３
年
度
更
正
予
算
、

２
０
２
４
年
度
暫
定
予
算
が
審

議
さ
れ
た
。
代
議
員
８
人
か
ら

補
強
発
言
が
あ
り
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
事
に
お
い
て
、
２

０
２
４
年
度
特
別
闘
争
資
金
の

徴
収
に
関
し
、
２
０
２
４
確
定

闘
争
、
２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
に
お
け
る
全
国
闘
争
、
県
職

労
独
自
課
題
前
進
に
む
け
た
統

一
行
動
等
に
お
け
る
財
政
確
立

を
目
的
と
し
て
、
年
５
，
５
０

０
円
を
２
０
２
４
年
６
月
と
12

月
の
２
回
に
分
け
て
徴
収
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
次
期
大
会
で

決
定
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
職

場
討
議
に
付
す
る
議
案
を
提
案

し
、
承
認
さ
れ
た
。

　

締
め
く
く
り
に
、
２
０
２
３

年
度
末
で
退
任
す
る
役
員
及
び

２
０
２
４
年
度
新
た
に
就
任
す

る
役
員
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
そ
の
後
、
小
田
嶋
中
央
執

行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
２
０
２
４
春
闘
勝
利
に
向
け

意
思
統
一
し
た
。

　

県
職
労
は
３
月
７
日
、
当
局

へ
「
春
闘
要
求
書
」
を
提
出
し
、

組
合
員
が
実
感
で
き
る
改
善
に

向
け
全
力
で
取
り
組
む
。
（
交

渉
結
果
は
３
月
30
日
号
掲
載
予

定
）

（
代
議
員
発
言
は
裏
面
）

【制度概要】
　職員が保護する小学校就学の始期に達するまでの者が法定外を含む予防接種、健康
診断等を受ける場合で、当該職員の介助が必要と認められるときに取得できるもの。
【取得日数】
　必要と認められる期間

【おさえておきたいポイント】
　〇職員と法律上の親子関係にない者も対象となります。
　〇「必要と認められる期間」とは、1時間を単位として予防接種
　　等に要する必要最低限度の期間をいいます。（往復時間を含む。）

　全国の仲間と労働組合を通じた交流と、職種ごとでの職場実態討
論を通じた学習を行う第24回自治労青年女性中央大交流集会が上
記の日程で開催されます。
　各支部青年・女性組合員の積極的な参加をお願いします。

日　　　程 6 月 14 日（金）～ 16（日）
場　　　所 山梨県山中湖村
第二次集約 3 月 27 日（水）
最 終 集 約 4 月 11 日（木）

中
央
交
に

　

参
加
し
よ
う
！

「
平
野
あ
き
の
り
」
さ
ん
へ
の
後
押
し
を

３
月
17
日
告
示
・
24
日
投
票

前回の中央交の職種別分散会の様子
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【
報
告
の
部
】

・
自
治
労
都
道
府
県
税
務
職
員

連
絡
協
議
会
が
17
年
ぶ
り
に
本

県
で
開
催
さ
れ
た
。
自
主
的
な

活
動
体
制
の
構
築
が
課
題
。

・
公
益
法
人
等
派
遣
で
、
当
局

は
派
遣
先
と
の
取
決
め
内
容
を

職
員
に
説
明
し
、
同
意
を
得
た

と
い
う
が
、
小
さ
く
書
い
て
い

る
だ
け
で
、
全
く
不
十
分
。

【
議
事
の
部
】

・
民
間
企
業
に
転
職
す
る
た
め

県
を
退
職
す
る
職
員
が
い
る
。

民
間
の
方
が
待
遇
が
よ
い
。
賃

上
げ
要
求
を
。

・
能
登
半
島
地
震
の
派
遣
対
応

も
か
ら
み
、
人
事
異
動
に
伴
う

引
越
が
一
層
難
し
い
。
派
遣
の

早
期
打
診
、
赴
任
期
間
延
長
等

の
柔
軟
対
応
を
。

・
オ
ー
バ
ー
エ
イ
ジ
の
取
組
は

「
連
絡
会
」
と
な
り
、
若
干
ト

ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
感
じ
も
あ
る
。

ぜ
ひ
盛
り
立
て
て
ほ
し
い
。
最

　

県
職
労
新
年
号
ク
イ
ズ
応

募
者
の
抽
選
会
が
３
月
２
日

開
催
の
県
職
労
第
１
３
１
回

臨
時
大
会
で
行
わ
れ
た
。

　

当
選
者
は
次
の
と
お
り
。

特
別
賞

清
温
荘
宿
泊
券
（
２
０
，
０
０
０
円
分
）

昆
野　

桃
花

 （
二
戸
支
部
・
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
分
会
）

支
部
応
援
賞

釜
石
支
部
賞
（
三
陸
海
宝
漬
）

佐
藤
祐
里
江

 （
一
関
支
部
・
一
関
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
分
会
）

気
仙
支
部
賞

 

（
あ
り
す
ぽ
ー
く 

　  

ウ
イ
ン
ナ
ー
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
）

千
葉　
　

覚

 （
気
仙
支
部
・
大
船
渡
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
分
会

）

宮
古
支
部
賞

 

（
い
わ
い
ず
み
短
角
牛

　
　 

ビ
ー
フ
カ
レ
ー
＆
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ト
）

桐
山　

直
盛

 （
北
上
支
部
・
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
分
会
）

図
書
カ
ー
ド

佐
藤　

宏
幸
（
釜
石
支
部
・
土
木
部
分
会

）

琵
琶
坂
育
雄

 （
二
戸
支
部
・
二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
村
整
備
室
分
会

）

高
橋　

翔
太

 （
県
庁
支
部
・
県
北
・
沿
岸
振
興
室
分
会
）

大
森
祐
一
郎 （
盛
岡
支
部
・
畜
産
研
究
所
分
会

）

及
川　

博
康

 （
一
関
支
部
・
千
厩
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会
）

藤
澤
由
美
子

 （
花
巻
支
部
・
花
巻
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
分
会
）

遠
藤　

歩
美
（
盛
岡
支
部
・
農
政
部
分
会

）

中
村　

和
作
（
盛
岡
支
部
・
林
務
部
分
会

）

小
澤　

正
樹

 （
盛
岡
支
部
・
産
業
技
術
短
期
大
学
校
分
会
）

横
澤　

和
志

 （
胆
江
支
部
・
農
村
整
備
室
分
会
）

▲要求書を手渡す佐藤一関支部長（右）

▲抽選する小田嶋委員長（右）

▲各支部の代議員からの発言を受け、春闘方針を確立した

庁
舎
・
公
舎
の
改
善
等
を
求
め
る

支
部
独
自
要
求
書
の
提
出

初
の
定
年
延
長
で
、
課
題
は
今

な
お
想
像
の
域
。
60
歳
は
人
生

の
節
目
で
あ
り
、
ど
う
い
う
役

割
で
働
く
の
か
準
備
も
必
要
。

早
め
に
人
事
異
動
内
示
し
て
ほ

し
か
っ
た
。

・
能
登
半
島
地
震
の
被
害
認
定

調
査
で
、
３
月
下
旬
〜
５
月
連

休
ま
で
の
派
遣
要
請
が
あ
る
。

人
事
異
動
が
あ
る
か
も
知
れ
ず
、

準
備
が
必
要
。
人
事
異
動
内
示

を
早
め
さ
せ
る
べ
き
。

・
老
朽
化
で
廃
止
を
予
定
し
、

新
規
入
居
者
を
受
け
入
れ
な
い

公
舎
が
あ
る
。
共
通
経
費
を
入

居
者
数
で
割
る
と
、
１
人
あ
た

り
の
個
人
負
担
が
増
え
る
。
公

舎
料
を
値
上
げ
し
な
が
ら
修
繕

も
行
わ
れ
な
い
。
追
及
す
べ
き
。

・
コ
ロ
ナ
対
応
の
渦
中
で
働
い

て
き
た
。
体
調
を
崩
す
職
員
も

い
た
。
困
っ
た
人
に
寄
り
添
い

助
け
る
の
が
組
合
の
役
割
で
あ

り
、
過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

・
当
局
に
地
震
等
災
害
時
に
使

用
す
る
機
材
等
を
備
蓄
さ
せ
る

べ
き
。
能
登
半
島
地
震
対
応
は

「
自
分
で
準
備
」
で
大
変
。

・
オ
ー
バ
ー
エ
イ
ジ
へ
の
対
応

も
重
要
だ
が
、
政
治
に
よ
る
制

度
改
悪
が
元
凶
。
反
核
・
平
和
・

民
主
主
義
の
た
め
、
各
級
の
政

治
闘
争
を
し
っ
か
り
し
よ
う
。

・
県
職
労
が
取
り
組
ん
だ
こ
と

は
し
っ
か
り
広
報
を
。

・
単
独
公
所
で
需
用
費
が
不
足

し
暖
房
燃
油
が
買
え
ず
、
通
常

の
消
耗
品
を
職
員
の
寄
付
で
賄

っ
て
い
る
例
が
あ
る
。
衛
生
委

員
会
で
改
善
さ
せ
る
べ
き
。

・
支
部
独
自
で
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
。
オ
ー
バ
ー
エ
イ

ジ
も
若
年
層
も
、
十
分
に
声
を

拾
う
場
が
必
要
。

・
予
算
都
合
で
会
計
年
度
任
用

職
員
の
勤
務
時
間
を
減
ら
さ
れ

る
公
所
が
あ
る
。
課
題
と
し
て

取
り
上
げ
る
べ
き
。

・
退
任
役
員
は
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。
新
任
の
皆
さ
ん
は
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
。

新
年
号
ク
イ
ズ
当
選
者
発
表

　

一
関
支
部
は
、
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
で
集
約
さ
れ
た
職
場
実

態
に
基
づ
き
、
合
同
庁
舎
等
の

施
設
や
設
備
に
関
す
る
職
場
環

境
及
び
公
舎
の
修
繕
等
に
関
す

る
生
活
環
境
に
つ
い
て
の
「
支

部
独
自
要
求
書
」
を
作
成
し
、

３
月
１
日
、
一
関
総
務
セ
ン
タ

ー
藤
原
所
長
に
提
出
す
る
と
と

も
に
交
渉
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
の
主
な
要
求
内
容
は
、

庁
舎
の
適
切
な
空
調
管
理
、
維

持
修
繕
、
千
厩
分
庁
舎
駐
車
ス

ペ
ー
ス
拡
充
等
の
改
善
、
一
関

児
童
相
談
所
の
執
務
ス
ペ
ー
ス
、

園
庭
の
く
ぼ
み
の
改
善
等
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
藤
原
所
長

は
「
趣
旨
に
つ
い
て
は
理
解
し

た
。
予
算
の
制
約
等
は
あ
る
が

問
題
の
改
善
に
努
め
た
い
。
執

務
環
境
を
良
く
維
持
出
来
る
よ

う
心
が
け
た
い
」
と
し
、
「
な

お
、
分
庁
舎
等
に
関
す
る
事
項

は
、
各
庁
舎
管
理
者
に
申
し
送

る
」
と
の
回
答
を
得
た
。
書
面

で
の
回
答
は
３
月
21
日
を
目
途

に
要
請
し
て
い
る
。

　

一
関
支
部
で
は
組
合
員
が
勤

務
意
欲
を
持
っ
て
仕
事
が
続
け

ら
れ
る
執
務
環
境
の
改
善
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
く
。

　

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
〈
全

労
済
〉
自
治
労
共
済
推
進
本
部
岩

手
県
支
部
は
、
じ
ち
ろ
う
マ
イ

カ
ー
共
済
の
「
ご
成
約
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
お
り
、
５

月
31
日
ま
で
に
新
規
で
成
約
又
は

「
車
両
損
害
補
償
」
を
付
帯
し
た

組
合
員
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

じ
ち
ろ
う
マ
イ
カ
ー
共
済
は
、

多
く
の
組
合
員
の
利
用
と
安
全
運

転
に
支
え
ら
れ
、
次
の
と
お
り
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

①
組
合
経
由
の
加
入
で
、
団
体
割

引
３
２
・
５
％
を
適
用
。

②
運
転
者
本
人
・
配
偶
者
限
定
で

掛
金
最
大
８
％
割
引
。

③
自
治
体
職
員
に
心
強
い
弁
護
士

費
用
等
補
償
特
約
（
賠
償
対
応
補

償
付
）
を
セ
ッ
ト
。

④
組
合
員
が
契
約
者
と
な
れ
ば
、

家
族
（
配
偶
者
、
同
居
親
族
等
）

の
車
に
も
団
体
割
引
適
用
。

　

と
り
わ
け
③
に
つ
い
て
は
、
じ

ち
ろ
う
マ
イ
カ
ー
共
済
特
有
の
も

の
で
あ
り
、
全
国
で
多
く
の
組
合

員
が
、
事
故
発
生
時
の
禁
錮
刑
以

上
確
定
に
よ
る
失
職
の
回
避
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
積
極
的
に
活
用

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
新
採
用
職

員
、
未
加
入
者
に
も
紹
介
を
お
願

い
し
た
い
。

じちろうマイカー共済 ご成約キャンペーン実施中

一関支部
県職連合第35回
　  ・県職労第131回臨時大会

代議員の主な発言


